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地球温暖化に関するアンケート調査結果 

平成２８年１月 山梨県エネルギー局エネルギー政策課 

 

 県民の皆さんが地球温暖化について、どのように感じているかを把握し、県の施策の参考とさせてい

ただくために県政モニターによるアンケート調査を実施しました。 

 

 

１ アンケート調査の実施期間 

 平成２７年９月 

 

２ 県政モニター数 

（１）一般モニター     （郵送によるアンケート調査）   ３３１人 

（２）インターネットモニター（電子メールによるアンケート調査） ６７人 

合 計  ３９８人 

 

３ 回答数 

（１）一般モニター     （郵送によるアンケート調査）   ２７３人 

（２）インターネットモニター（電子メールによるアンケート調査） ４５人 

合 計  ３１８人 

 

回答率 ７９．９％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※当該質問に回答した人の実数（回答母数）を表記する場合は「Ｎ」と表示しています。 

 

※集計結果の％表示は、小数点以下第２位を四捨五入しているので、構成比の合計が１００．０％にな

らない場合があります。 
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男性

47.8%(152人)女性

51.9%(165人)

無回答

0.3%(1人)

２０歳代

4.7%(15人)

３０歳代

15.1%(48人)

４０歳代

17.3%(55人)

５０歳代

20.4%(65人)

６０歳代

26.1%(83人)

７０歳代以上

16.0%(51人)

無回答

0.3%(1人)

農業

5.3%(17人)
自営業

5.3%(17人)

会社員、団体

職員、公務員

43.7%(139人)

学生

0.9%(3人)

主婦

23.0%(73人)

その他

21.4%(68人)

無回答

0.3%(1人)

４ 集計結果 

 

あなたご自身についてお尋ねします。 

○性別はどちらですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○年齢はおいくつですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○職業をお尋ねします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｎ＝３１８） 

（Ｎ＝３１８） 

（Ｎ＝３１８） 
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中北地域

55.0%(175人)

峡東地域

17.0%(54人)

峡南地域

6.3%(20人)

富士･東部地域

21.7%(69人)

84.9%(270人)

14.8%(47人)

0.0%(0人) 0.3%(1人)

どうして地球温暖化が起こるのかまで知っ

ていた。

どうして地球温暖化が起こるのかは知らな

かったが、「地球温暖化」という言葉は

知っていた。

「地球温暖化」という言葉は、初めて聞い

た。

無回答

 

○お住まいの地域をお尋ねします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

中北地域：甲府市、韮崎市、南アルプス市、北杜市、甲斐市、中央市、中巨摩郡 
峡東地域：山梨市、笛吹市、甲州市 
峡南地域：西八代郡、南巨摩郡 
富士・東部地域：富士吉田市、都留市、大月市、上野原市、南都留郡、北都留郡 

 

 

 

 地球温暖化について  

問１ 「地球温暖化」とは、人の活動に伴って発生する温室効果ガスが大気中の温室効果ガスの濃度を

増加させることにより、地球全体として、地表、大気及び海水の温度が追加的に上昇する現象を言

います。 

地球温暖化について、どの程度知っていましたか。一つ選んでお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｎ＝３１８） 

（Ｎ＝３１８） 

回答された全ての方が、「地球温暖化」という言葉を知っていました。 
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37.7%(120人)

57.9%(184人)

2.5%(8人)
1.6%(5人) 0.3% (1人)

強くそう思う。

どちらかといえばそう思う。

どちらかといえばそう思わない。

まったくそう思わない。

無回答

3.8%(12人)

39.9%(127人)56.0%(178人)

0.3%(1人)

「第5次評価報告書」の内容を知っている。

「第5次評価報告書」の内容は知らないが、「気候
変動に関する政府間パネル（IPCC）」という言葉
は聞いたことがある。

まったく知らない。

無回答

問２ 「地球温暖化は、科学的分析に基づいた事実」とする意見がありますが、どのようにお考えです

か。あなたの考えに最も近いものを一つ選んでお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 地球温暖化について科学的な研究の収集や整理を行うため、国際的な専門家で組織する「気候変

動に関する政府間パネル（IPCC）」が、地球温暖化に関する様々な情報をまとめた第 5次評価報告

書を２０１３年から２０１４年にかけて公表しました。そのことについて知っていますか。一つ選

んでお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｎ＝３１８） 

（Ｎ＝３１８） 

９５．６％の方が、「そう思う。」と考えています。 

４３．７％の方が、「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」という言葉を聞
いたことがありました。 
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問４ 地球温暖化についての情報、知識はどこから入手していますか。あてはまるものを全てお答えく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 日常生活の中で温暖化していると感じるのは、どのようなこと、どのような時ですか。あてはま

るものを全てお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.1%(135人)
18.3%(270人)

12.0%(177人)
13.0%(192人)

6.4%(94人)
9.6%(142人)

11.7%(173人)
12.4%(184人)

6.4%(94人)
1.0%(15人)

0.0%(0人)
0.1%(2人)

0% 5% 10% 15% 20%

干ばつ・渇水による水不足

ゲリラ豪雨や台風による水災害・土砂災害の増加

竜巻被害の増加

熱中症の増加

熱帯性感染症の増加

光化学スモッグの発生など大気汚染の悪化

農作物の収穫量・品質への影響

動植物の生息地・生育域の変化や絶滅

桜の開花時期や紅葉時期の変化

その他

温暖化しているとは感じない

無回答

（Ｎ＝１，４７８） 

「テレビ番組」（３５．２％）からの入手が最も多く、「新聞記事」（２９．４％）、「本・雑誌」

（１３．３％）と続きます。 

「ゲリラ豪雨や台風による水災害・土砂災害の増加」（１８．３％）が最も多く、「熱中症の増

加」（１３．０％）、「動植物の生息地・生育域の変化や絶滅」（１２．４％）と続きます。 

35.2%(299人)

29.4%(250人)

13.3%(113人)

3.3%(28人)

9.3%(79人)

8.0%(68人)

1.5%(13人)

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

テレビ番組

新聞記事

本・雑誌

講演会、学習会、セミナー

インターネット

県、市町村のリーフレット、広報誌

その他

（Ｎ＝８５０） 
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問６ 地球温暖化は、次の人たちに対して影響を及ぼすとお考えですか。それぞれ、一番近いものを、

一つ選んでお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球温暖化の影響を大きく及ぼす対象は「あなた自身」が最も小さく（４４．３％）、自身から

遠い存在になるほど大きな影響を及ぼす（「山梨県の人々」（４６．９％）→「日本の人々」（６１．

６％）→「世界の人々」（７８．０％）→「将来世代（１００年後）」（８９．９％））と考えてい

ます。 

44.3%(141人)

46.9%(149人)

61.6%(196人)

78.0%(248人)

89.9%(286人)

50.0%(159人)

50.0%(159人)

37.1%(118人)

20.1%(64人)

8.5%(27人)

4.4%(14人)

2.2%(7人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①あなた自身

②山梨県の人々

③日本の人々

④世界の人々

⑤将来世代（１００年後）

（Ｎ＝３１８） 

　大きな影響を及ぼ

す。

　どちらかといえば

影響を及ぼす。

　どちらかといえば

影響を及ぼさない。

　まったく影響を及

ぼさない。
無回答

44.3% 50.0% 4.4% 0.6% 0.6%
(141人) (159人) ( 14人) (  2人) (  2人)

46.9% 50.0% 2.2% 0.3% 0.6%
(149人) (159人) (  7人) (  1人) (  2人)

61.6% 37.1% 0.3% 0.3% 0.6%
(196人) (118人) (  1人) (  1人) (  2人)

78.0% 20.1% 0.6% 0.3% 0.9%
(248人) (64人) (  2人) (  1人) (  3人)

89.9% 8.5% 0.3% 0.3% 0.9%
(286人) (27人) (  1人) (  1人) (  3人)

①あなた自身

②山梨県の人々

③日本の人々

④世界の人々

⑤将来世代

（100年後）
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問７ 今後、最大限の努力を行っても、ある程度の地球温暖化は避けられないと指摘されています。こ

の場合、温暖化の被害を防止・低減する取り組みを進めていくことが重要とされていますが、どの

ような対策を講ずることが必要と考えますか。あてはまるものを全てお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 山梨県の取り組みについて  

問８ 山梨県では、県民や事業者等の地球温暖化防止に対する意識を高め、自主的な取り組みを促進し

ていくため、平成２０年１２月に「山梨県地球温暖化対策条例」を制定しています。この条例を知

っていますか。一つ選んでお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.5%(11人)

41.2%(131人)55.3%(176人)

「山梨県地球温暖化対策条例」の内容も

知っている。

内容は知らないが、「山梨県地球温暖化対

策条例」という言葉は聞いたことがある。

まったく知らない。

13.4%(167人)

18.0%(225人)

15.6%(195人)

9.0%(113人)

10.9%(136人)

13.2%(165人)

18.7%(234人)

1.0%(13人)

0.2%(2人)

0% 5% 10% 15% 20%

渇水対策

河川、土砂災害等に対する対策

高温に耐えうる農作物等の品種改良・開発

動植物の保護対策

熱中症対策

感染症予防対策

大気汚染対策

その他

無回答

（Ｎ＝１，２５０） 

「大気汚染対策」（１８．７％）が最も多く、「河川、土砂災害等に対する対策」（１８．０％）、

「高温に耐えうる農作物等の品種改良・開発」（１５．６％）と続きます。 

４４．７％の方が、「山梨県地球温暖化対策条例」という言葉を聞いたことがありました。 

（Ｎ＝３１８） 
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2.5%(8人)

39.3%(125人)57.9%(184人)

0.3%(1人)

県の削減目標の内容を知っている。

内容は知らないが、県の削減目標があること

は知っている。

まったく知らない。

無回答

問９ 山梨県では、条例に基づき、地球温暖化対策の具体的行動指針となる「山梨県地球温暖化対策実

行計画」を策定し、本県独自の温室効果ガス削減目標を定めています。本県独自の削減目標を知っ

ていますか。一つ選んでお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０ 「山梨県地球温暖化対策実行計画」では、家庭部門の温室効果ガスの排出削減対策として、次

のことを県民の「取組のヒント」として規定しています。御家庭で実施したもの、実施しているも

のを全てお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｎ＝３１８） 

5.7%(60人)

15.1%(158人)

12.2%(127人)

15.5%(162人)

19.7%(206人)

7.2%(75人)

21.9%(229人)

1.4%(15人)

1.0%(10人)

0.3%(3人)

0% 5% 10% 15% 20% 25%

住宅用太陽光発電、太陽熱利用設備の導入

省エネ性能の高い家電や高効率給湯器の購入

低燃費車、次世代自動車の購入

「やまなしエコライフ県民運動」への参加（７つのエコ活…

日常的な省エネ行動の持続

環境負荷ができるだけ小さい製品の選択（グリーン購入）

生活ごみの減量化

環境やエネルギーへの関心と学習機会への積極的な参加

その他

無回答

（Ｎ＝１，０４５） 

(*1)マイバッグ運動、マイはし運動、マイボトル運動、リユースびん運動、エコドライブ運動、緑のカーテン運動、 
環境家計簿運動を言います。 

「やまなしエコライフ県民運動」への参加((*1)7つの 
エコ活動の実践) 

４１．８％の方が、本県独自の温室効果ガス削減目標があることを知っていました。 

「生活ごみの減量化」（２１．９％）が最も多く、「日常的な省エネ行動の持続」（１９．７％）、

「やまなしエコライフ県民運動」への参加（７つのエコ活動の実践）」（１５．５％）と続きます。 
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その他の回答 

問４ 地球温暖化についての情報、知識はどこから入手していますか。 

○仕事上 
○会社での簡単な研修 
○会社ISO14001 
○会社での教育 
○学校で 
○環境管理活動 
○植生の変化 
○気象変化、動植物の対応と変化実跡 
○家族の話 
○スーパーの店内放送 

 

問５ 日常生活の中で温暖化していると感じるのは、どのようなこと、どのような時ですか。 

○北極、南極の氷がとける 
○氷河が溶けて、その量が変化していること 
○氷河 
○氷河の溶け 
○生物の移動 
○南の魚が北上している 
○魚の獲れる時季、海域が変わって来ていること 
○南の果物が北でも育つ 
○夏の気温（50年ほど前は真夏でも２８度くらいだったという話も聞いた） 
○猛暑日、熱帯夜の日数の増加、四季の区別がうすれ二極化 
○猛暑・極寒など極端な気温 
○冬の温度 
○異常気象（大雪とか大雨） 
○四季（特に春秋）の不明瞭化 
○オゾンホールの拡大 
○オゾン層の破壊により紫外線等が降り注ぎ生物が死滅する。 
○機械、産業えの対応負担と義務 

 

問７ 今後、最大限の努力を行っても、ある程度の地球温暖化は避けられないと指摘されています。こ
の場合、温暖化の被害を防止・低減する取組を進めていくことが重要とされていますが、どのよう
な対策を講ずることが必要と考えますか。 
○夜間営業の店、会社をなくす。 
○夜は真っ暗にして出歩かない暮らしにする（病院などは別） 
○夏季・冬季の休業を長期化する 
○世界規模の二酸化炭素発生の抑制 
○中国の大気汚染対策 
○温暖化の被害についての情報共有が必要 
○勉強会 
○リサイクル対策 
○化石燃料からクリーンエネルギーへの転換 
○住居建物の防災対策、体力増強策 
○水素で動く車が気になる 
○車の排気ガス 
○公共交通機関網を整備し、自動車を制限する 
○緑を増やす 
○二酸化炭素を吸収する働きがある森林の整備 
○行き過ぎた節電や温度管理を見直す 

 

問１０ 「山梨県地球温暖化対策実行計画」では、家庭部門の温室効果ガスの排出削減対策として、次
のことを県民の「取組のヒント」として規定しています。ご家庭で実施したもの、実施している
ものを全てお答えください。 
○なにもできる事がない 
○無 
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○リサイクル 
○バザーへの参加 
○ゴミの分別 
○生活ごみの分別 
○ゴミの堆肥化 
○マイバッグ かご持参 レジ袋はなるべくもらわないようにしている 
○緑のカーテンを導入 
○県の計画や新規制定の条例を県民に周知するための工夫が必要と思います。 
○一般家庭用太陽光発電の設備費用について補助を大きく出来ませんか 


